
- 1 - 

令和５年５月 17日 

 

ＴＡＣ建築士講座 無料オンラインセミナー 

一級建築士 学科直前対策 
 

 

ＴＡＣ新宿校 井澤 真悟 

 

Ⅰ ＴＡＣの「学科直前対策」 

１．「直前演習」 

（直前演習講義 ＋ 直前法規タイムトライアル２回 ＋ 直前テスト） 

２．公開模試 

Ⅱ 直前期の学習方法 

１．必達目標 

２．科目ごとの学習時間の配分 

３．学習の進め方 

４．本試験で法規を制限時間内で解き終えるために 

５．模試等を受験する際の注意点 

Ⅲ まとめノート、ＴＡＣテキスト「付録」の一例 

１．まとめノートの活用 

２．ＴＡＣ施工テキスト「付録」の一例 

３．ＴＡＣ構造テキスト「付録」の一例 

Ⅳ ブログ「井澤式 建築士試験 比較暗記法」の一例 
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Ⅰ．ＴＡＣの「学科直前対策」  

１．「直前演習」 

（直前演習講義 ＋ 直前法規タイムトライアル２回 ＋ 直前テスト） 

・特長、スケジュール、講義内容、使用教材等について、パンフレット参照。 

★注意★ 

・直前演習講義では、事前に配付又は発送される問題を解き、解説を読んで学習した

上で講義を聴いてください。昨年までとは異なり、講義時間内に問題を解く時間は

用意しません。講義では問題の解説だけではなく、関連事項などを整理しながら総

まとめを行います。 

・受講生はテキスト、法令集を必ず持参してください。 

・直前演習講義「環境」については無料体験できます。 

無料体験前にＴＡＣホームページに掲載する環境の問題を解答してからご参加くだ

さい。解説冊子は無料体験時に配付いたします。 

＜教室講座の無料体験の方へ＞ 

当日は直前演習講義「法規」も実施するため、申し込みの場合にはこちらも解答

してからご参加ください。また、法令集も必ず持参してください。 

【過年度の使用教材の例】 
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２．公開模試 

・パンフレット参照。 

・総合学科本科生・学科本科生・学科上級本科生は、コースの中に直前演習（直前演

習講義 ＋ 直前法規タイムトライアル２回 ＋ 直前テスト）、公開模試が含まれてい

ます。 

Ⅱ．直前期の学習方法  

１．必達目標 

本試験日までに過去問の９割を正解できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

２．科目ごとの学習時間の配分 

① 科目ごとの基準点・目標点の確認 

★ポイントは、「法規と構造で最低 45点・目標 50点を取る」こと！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

※近年の合格基準点の補正 

（R1_97点）（R2_88点_環境10点）（R3_87点_計画10点）（R4_91点） 

② 自分の弱点科目を把握して、科目ごとの学習時間の配分を考える！ 

 直前１週間は会社を休むことも検討してみてください。 

 

１、２年前は 

ほとんど出ない 
暗記系科目 

新規問題多い 
１、２年前も 

出る ただし、 

合否の差 

が付くのは 

過去問です。 
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【例】時間配分の例 

・法規と構造で目標点の半分を取る 

・計画、環境、施工の中で、環境が弱点科目だったら 

⇒ 計画：環境：法規：構造：施工 

  １ ： ２ ： ３ ： ３ ： １ 

③ 「法規」と「力学の計算問題」は毎日欠かさずに！ 

３．学習の進め方 

① 教材の優先順位 

 1. 直前演習講義の問題 

 2. 確認テストの復習 

 3. 中間テストの復習 

 4. 問題集（４肢択一・１問１答で絞り込んだ「できない問題」） 

② 新しい問題に取り組むより、今までに間違えた問題の復習を！ 

③ 「忘れていたことを思い出す勉強」と「あいまいなものを整理する勉強」をバラン

ス良く！ 

・「忘れていたことを思い出す勉強」のためには、問題集を幅広く解きなおすこと

が必要。今まで一所懸命頑張っても理解できなかった問題は、時間がかかるので

捨てましょう。 

・あいまいなまま数多く解いてもダメで、確実な知識にするために整理することが

得点ＵＰにつながる。 

④ 出来ない問題を１肢ずつ緻密に、愚直に、堅実に無くしていくことに集中！ 

⑤ 出来ない問題を絞り込んでいく 

 出来ない問題に設問肢ごとに(✓☐〼☒)やフセンなどを立てる。 

⑥ まとめノート・暗記ノートを作る（Ⅲ参照） 

 数値が覚えられないときや、何かと混乱しているときは、整理するチャンス！ 

 → 表にして整理する。語呂合わせで覚える。まとめノート・暗記ノートを作る。 

 → あいまいなもの、モヤモヤしたものを正確に覚えるために自分で整理をする努

力を決して惜しまないこと。 

⑦ ＴＡＣ建築士講師室ブログ「井澤式 建築士試験 比較暗記法」の活用（Ⅳ参照） 

http://kentikushi-blog.tac-school.co.jp/（ＱＲコード参照） 

⑧ ゴロ合わせの活用 

 理屈を間違えて覚えてしまったものや、何度も間

違えるものは、ゴロ合わせ等で覚えるしかない！ 
―――――――――――――――――――― 

【例】施工：鉄筋相互のあき寸法 

① 異形鉄筋の呼び名(径)の 1.5倍 

② 粗骨材の最大寸法の 1.25 倍 

③ 25 ㎜ 
―――――――――――――――――――― 

http://kentikushi-blog.tac-school.co.jp/
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⑨ 出来る問題を何度やっても得点ＵＰには直結しない 

 ・直前期に、出来る問題の解説を熟読する必要はない。 

 ・直前期に、問題集を解きながらテキストのどこに書いてあるか探している時間

はもったいない。テキストに整理してあるものを確認するのは有効だが。 

⑩ 例えば「計画」ならば、集中すれば１日で問題集全部解ける！ 

 ・問題集を解くのは２回目、３回目、４回目のはず！ 

 

４．本試験で法規を制限時間内で解き終えるために 

・すべての設問肢を法令集で確認している余裕はない。 

・法規の本試験は１問 3.5分なので、10問 35 分で時間管理する。 

・どの問題から解いていくか。 

・「本試験での時間短縮」の具体的な方法と、そのために必要な「普段の勉強」のポイ

ントは次のとおり。 

 

（１）本試験での時間短縮について 

法規では「誤っているもの」を選択する問題が多い。それを例に、各選択肢を「誤

りの可能性」等の点から次の４つに分類したとき、次のようなイメージで問題を解い

ていくことが、本試験の制限時間内で解き終えるためのポイントとなる。 

特に表の３の選択肢の解き方を間違えると制限時間内に終わらないので、要注意！ 

選択肢の４つの分類 本試験での解き方 備考 

１．暗記している内容で「誤り」

を確信できる選択肢 

それを解答として、それ以降の選

択肢は見ずに次の問題に移る。 

それ以降の選択肢を見ていると

時間が無くなる。 

２．「多分この肢が誤りだろう」

と強く思える選択肢 

それを法令集で調べて、「誤り」

であることを確認して、それ以降

の選択肢は見ずに次の問題に移

る。 

３．「この肢が誤りかもしれな

い」と思う選択肢や、「条文

の場所は分かるが、誤りか見

当が付かない」という選択肢 

（こういう選択肢が多い） 

①そのような選択肢を１肢ごと

に法令集で調べず、まずはそれ

以降の選択肢も一通り見る。 

②すべての選択肢を一通り見て、

「誤り」の第一候補を法令集で

調べる。 

③もしも第一候補が外れた場合

は、第二候補を調べる。 

④もしも第二候補も外れた場合

は、第三候補を調べずに、その

問題は飛ばして次の問題に移

る。 

・これを１肢ごとに法令集で調

べると時間が無くなる。 

・それ以降の選択肢の中にもっ

と「誤り」の可能性が高い選

択肢があることがあるため、

一通り見ることが有効。 

・左記④の補足 

選択肢を３つも法令集で調べ

ている時間はない。第二候補

も外れるような場合は、勉強

量が足りなかったか、若しく

は、その問題は難しい。 

４．条文の場所の見当が付かな

い選択肢 

法令集で調べない。あてずっぽう

で条文を探している時間はない。 
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本試験での時間短縮のポイントは「多分この肢が誤りだろう」「この肢が誤りかも

しれない」という絞り込みができること、そしてその勘所が当たること！ 

そのためには問題集の実施あるのみ！ 

 

（２）本試験での時間短縮のための「普段の勉強」におけるポイント 

本試験では上記のように短時間で解かなければならないが、普段の勉強では、逆に、

どうしたら本試験で早く解けるようになるかを「じっくり」考える。 

具体的には時間短縮のために、次のような対策を「じっくり」行うことが大事。 

① 過去問を理解して覚える。 

完全に覚えきれない場合であっても「多分この肢が誤りだろう」「この肢が誤り

かもしれない」という勘所が効くようにすることが大事。 

② 線引きを工夫して、条文の内容が一目で分かるようにする。 

③ インデックスシールを工夫して、条文の場所に早くたどり着けるようにする。 

④ 法から施行令に飛んでいる部分を直接施行令に飛べるようにする。 

⑤ 電車の中も有効活用する。 

「過去問を理解して覚える」ためには、必ずしも法令集は必要ない。したがって、

電車の中なども有効に使える。自宅などでじっくり法令集を見ながら解いた問題

の結果を覚えるために、翌日の電車の中で復習することも効果的。 

 

５．模試等を受験する際の注意点 

・出来ない問題を出来るように復習しないとまったく意味がない。 

・全部の問題の解説を熟読している時間はないので、受験しながら「？」などを付け

て復習しやすいようにする。 

・どのスクールでも公開模試にはサプライズ問題として新規問題を出題するが、復習

の際に、それらを 100％理解しようとする必要はない。もちろん、過去問か、新規

問題かを判断できないようでは勉強量が足りない。 

・サプライズ問題が解けなかったからといって自信を無くさないことが大事。 

・「忘れていたことを思い出す勉強」のきっかけにすることが大事。 

 

Ⅲ．まとめノート、施工のまとめの一例  

１．まとめノートの活用 

・作るタイミングは、問題集を３回解いた頃が有効。 

・「覚えられないもの」「なんか逆な気がするもの」などの項目でまとめるのも有効。 

・後で自分が何を書いたのか分からなくなった時のために、テキスト頁数や問題集の

出題年度・番号・肢などをメモしておくと良い。（テｐ121、H30182、確２-13） 
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２．テキスト施工「付録」の例 
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３．テキスト構造「付録」の例 
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Ⅳ．ブログ「井澤式 建築士試験 比較暗記法」の一例 

http://kentikushi-blog.tac-school.co.jp/ 
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